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寺
田
氏
は
、
１
９
８
６
年
か

ら
２
０
０
２
年
ま
で
徳
島
大
学

薬
学
部
教
授
を
務
め
た
後
、
東

京
理
科
大
学
薬
学
部
教
授
、
同

Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
新

潟
薬
科
大
学
学
長
を
歴
任
。

　

00
〜
01
年
に
は
日
本
薬
学
会

会
頭
を
務
め
、
02
年
に
は
薬
科

学
に
お
け
る
生
涯
業
績
を
認
め

ら
れ
、
国
際
薬
剤
師
・
薬
学
連

合
（
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
か
ら
永
年
薬
学

研
究
顕
著
功
績
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

　

寺
田
弘
氏
（
前
新
潟
薬
科
大

学
学
長
、
元
日
本
薬
学
会
会

頭
）
＝
１
日
に
死
去
、
83
歳
。

葬
儀
は
近
親
者
の
み
で
執
り
行

わ
れ
た
。
後
日
、
お
別
れ
の
会

を
開
催
す
る
予
定
。

か
っ
た
と
思
え
る
仲
間
作
り
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は

「
厚
生
労
働
省
と
の
パ
イ
プ
を

つ
な
げ
て
い
く
」
と
述
べ
、
医

薬
品
製
造
に
特
化
し
た
業
界
団

体
と
し
て
行
政
に
対
す
る
政
策

提
言
を
強
化
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
品
質
統
括
部
長
）、

永
代
尚
武
氏
（
富
士
薬
品
生
産

事
業
本
部
調
査
役
）
を
選
任
し

た
。

　

竹
内
氏
は
、
総
会
後
の
記
者

会
見
で
、
協
会
内
の
各
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
、「
協
会
の
メ

ン
バ
ー
が
本
音
で
議
論
で
き
る

環
境
を
継
続
さ
せ
な
が
ら
、
委

員
会
活
動
を
行
っ
て
い
て
良

　

日
本
Ｃ
Ｍ
Ｏ
協
会
は
、
５
月

26
日
に
開
催
し
た
総
会
で
役
員

改
選
を
行
い
、
廣
貫
堂
常
勤
顧

問
の
竹
内
二
三
雄
氏
を
新
会
長

に
選
任
し
た
。
任
期
は
２
年

間
。
副
会
長
に
は
元
会
長
の
土

居
功
一
氏
（
ク
オ
リ
テ
ッ
ク

産
所
に
70
万
円
を
上
限
に
補
助

す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。

　

医
療
機
関
で
の
取
り
組
み
例

と
し
て
、
感
染
患
者
が
他
の
患

　

日
本
薬
剤
師
会
の

山
本
信
夫
会
長
は
５

月
27
日
の
定
例
会
見

で
、
政
府
が
閣
議
決

定
し
た
第
２
次
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

取
り
組
む
薬
剤
師
・
薬
局
へ
の

支
援
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を

評
価
し
た
。

　

補
正
予
算
案
で
は
、
医
療
機

関
や
薬
局
な
ど
で
の
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
支
援
と
し
て
、
病

院
に
２
０
０
万
円
（
１
病
床
ご

と
５
万
円
を
追
加
）、
薬
局
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
助

向
を
捉
え
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
北
里
大
の
検

証
で
は
ウ
イ
ル
ス
の
不
活
化
が

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
検
証
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構

（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）
は
５
月
29
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
除
去

に
有
効
な
界
面
活
性
剤
に
つ
い

て
、
新
た
に
浴
室
用
合
成
洗
剤

等
に
含
ま
れ
る
塩
化
ベ
ン
ゼ
ト

ニ
ウ
ム
と
塩
化
ジ
ア
ル
キ
ル
ジ

メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
が
有
効

と
の
評
価
結
果
を
公
表
し
た
。

国
立
感
染
症
研
究
所
が
検
証
試

験
を
行
っ
た
結
果
、
こ
れ
ら
２

種
類
の
う
ち
一
定
以
上
の
濃
度

を
持
つ
も
の
が
ウ
イ
ル
ス
量
を

99
・
99
％
以
上
減
少
さ
せ
た
こ

と
を
確
認
し
た
。
一
方
、
次
亜

塩
素
酸
水
の
有
効
性
に
つ
い
て

は
、
北
里
大
学
の
検
証
試
験
で

ウ
イ
ル
ス
の
不
活
化
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
検
証
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
ア
ル
コ
ー
ル
以
外
の
消

毒
方
法
を
増
や
す
た
め
、
複

数
の
界
面
活
性
剤
を
対
象
に
、

感
染
研
と
北
里
大
大
村
智
記
念

研
究
所
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
用
い
て
ウ
イ
ル
ス
除

去
に
有
効
か
ど
う
か
を
検
証
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
ア
ル
キ
ル
ア
ミ

ン
オ
キ
シ
ド
な
ど
５
種
類
が
有

効
と
判
断
し
て
い
る
が
、
塩
化

ベ
ン
ゼ
ト
ニ
ウ
ム
（
濃
度
０
・

05
％
）
と
塩
化
ジ
ア
ル
キ
ル
ジ

メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（
濃
度

０
・
01
％
）
に
つ
い
て
は
、
北

里
大
が
前
回
検
証
時
に
「
不
活

化
効
果
が
あ
る
」
と
判
断
し
て

い
た
た
め
、
感
染
研
で
も
こ
の

２
種
類
の
界
面
活
性
剤
の
検
証

試
験
を
行
っ
た
上
で
有
効
性
を

最
終
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
。

　

そ
の
結
果
、
濃
度
０
・
05
％

の
塩
化
ベ
ン
ゼ
ト
ニ
ウ
ム
、
濃

度
０
・
０
２
５
％
の
塩
化
ジ
ア

ル
キ
ル
ジ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
で
は
感
染
性
を
持
つ
ウ
イ
ル

ス
量
を
99
・
99
％
以
上
減
少
さ

せ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
除
去
に
関
す
る
次
亜
塩
素

酸
水
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
感

染
研
の
検
証
で
は
、
複
数
の
試

験
対
象
サ
ン
プ
ル
で
ウ
イ
ル
ス

量
の
減
少
に
関
し
て
一
定
の
傾

　

国
内
の
臨
床
試
験
を
め
ぐ

っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影

響
で
多
く
の
試
験
が
中
断
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
聴
講
者

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
試
験
の
中
断
や
再
開

を
最
終
判
断
す
る
主
体
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
治
験

依
頼
者
、
医
療
機
関
、
責
任

医
師
の
３
者
で
決
定
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が
全

体
の
半
数
を
占
め
た
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

東
病
院
の
土
井
俊
彦
氏
は
、

「
治
験
依
頼
者
、医
療
機
関
、

責
任
医
師
の
３
者
に
よ
る
合

議
制
で
決
め
る
べ
き
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。「
責
任
医

師
が
治
験
継
続
と
判
断
し
て

も
、
施
設
や
依
頼
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
根
拠
を
持
っ

て
判
断
し
、
決
め
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。

　

治
験
依
頼
者
の
立
場
か

ら
、
第
一
三
共
の
塚
本
淳
氏

も
「
３
者
に
よ
る
合
議
制
が

基
本
」
と
の
考
え
を
示
し
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
治
験

を
止
め
る
会
社
、
続
け
る
会

社
で
は
対
象
疾
患
の
ア
ン

メ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
判

断
が
異
な
る
。
誰
か
が
一
方

的
に
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
丁
寧

に
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
の
山
本
昇
氏
は
、

「
治
験
依
頼
者
と
施
設
が
判

断
す
べ
き
。
責
任
医
師
は
治

験
実
施
に
前
の
め
り
に
な
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
も
で

き
る
だ
け
治
験
を
止
め
な
い

よ
う
に
進
め
て
き
た
。
責
任

医
師
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で

判
断
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
」
と
ブ
レ
ー
キ
役
が
必

要
と
訴
え
た
。

　

第
一
三
共
の
齋
藤
宏
暢
氏

氏
も
「
依
頼
者
と
施
設
が
判

断
す
べ
き
」
と
し
、「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
下
で
試
験
を
や
る

べ
き
か
を
判
断
す
る
場
合

に
、
施
設
や
地
域
に
よ
っ
て

で
き
る
と
こ
ろ
と
で
き
な
い

と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。
施
設

の
状
況
を
勘
案
す
る
の
が
大

事
」
と
発
言
。
ノ
バ
ル
テ
ィ

ス
フ
ァ
ー
マ
の
関
根
恵
理
氏

は
、「
当
社
で
は
試
験
ベ
ー

ス
で
は
な
く
、
参
加
し
て
い

る
施
設
ご
と
に
治
験
を
継
続

で
き
る
か
議
論
し
て
い
る
。

遠
隔
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
対
応
で
き
る
施

設
な
ど
で
は
治
験
を
継
続
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｑ
Ｖ
Ｉ
Ａ
サ
ー

ビ
ー
シ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
の
青
野

寛
之
氏
は
、
臨
床
試
験
を
支

援
す
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
立
場
か
ら

「
判
断
を
下
す
の
は
依
頼
者

が
い
い
と
思
う
。
今
回
の
経

験
を
も
と
に
、
ど
う
い
っ
た

方
向
で
判
断
す
る
の
が
い
い

か
製
薬
企
業
と
議
論
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
治
験
審
査
委
員
会

（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
の
審
議
で
メ
ー

ル
を
活
用
す
る
妥
当
性
つ
い

て
も
議
論
し
た
。
厚
生
労
働

省
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
治
療
薬
な
ど
緊

急
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
る

医
薬
品
の
治
験
開
始
可
否
に

つ
い
て
、
緊
急
審
議
が
必
要

な
場
合
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
、
メ
ー
ル
に
よ
る
書

面
決
議
を
可
能
と
す
る
事
務

連
絡
を
出
し
て
い
る
。

　

土
井
氏
は
、「
メ
ー
ル
で

審
議
す
る
こ
と
は
否
定
し
な

い
が
、
実
施
に
は
障
害
が
あ

る
」
と
述
べ
、
メ
ー
ル
で
の

Ｉ
Ｒ
Ｂ
決
議
が
緊
急
避
難
的

な
対
応
で
あ
り
、
将
来
の
標

準
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
こ
と
に

は
反
対
し
た
。「
メ
ー
ル
に

よ
る
持
ち
回
り
審
議
を
行
う

た
め
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

守
る
必
要
が
あ
る
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
守
る
に
は
コ
ス
ト

が
か
か
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｂ
で
メ
ー

ル
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は

一
考
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

齋
藤
氏
も
「
メ
ー
ル
で
の

持
ち
回
り
審
議
は
疑
問
」
と

否
定
的
な
見
解
を
示
し
た
。

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
に

加
え
、
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に

会
し
て
議
論
を
行
い
、
指
摘

を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
対

面
会
合
で
の
審
議
が
原
則
と

主
張
し
た
。

　

一
方
、
国
立
病
院
機
構
本

部
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
森

下
典
子
氏
は
、「
Ｉ
Ｒ
Ｂ
の

メ
ー
ル
審
議
は
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。
国
立
病
院
機

構
で
は
今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
発
生
を
見
据
え
、
緊
急
時

の
Ｉ
Ｒ
Ｂ
手
順
づ
く
り
に
着

手
し
て
お
り
、「
平
時
か
ら

備
え
て
お
く
こ
と
は
必
要
」

と
述
べ
た
。

　

倫
理
審
査
の
質
の
均
一
化

や
効
率
化
を
目
的
に
他
施
設

か
ら
の
審
査
を
受
託
す
る
中

央
Ｉ
Ｒ
Ｂ
に
つ
い
て
も
、「
有

事
の
中
で
倫
理
審
査
を
迅
速

に
効
率
化
す
る
た
め
に
、
中

央
Ｉ
Ｒ
Ｂ
の
意
義
が
あ
る
」

と
述
べ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発

生
で
人
の
移
動
制
限
が
あ
る

状
況
で
は
解
決
策
の
一
つ
に

挙
げ
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
時
の
治
験
中
断
・
再
開
を
誰
が
判

断
す
べ
き
か
―
―
。
５
月
29
日
に
ウ
ェ
ブ
上
で
開
催
し
た

Ｄ
Ｉ
Ａ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
治
験
依
頼
者
、
医
療
機

関
、
治
験
責
任
医
師
の
３
者
に
よ
る
合
議
制
で
治
験
中
断

や
再
開
を
判
断
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
各

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
治
験
責
任
医
師
の
判
断
を
優
先
す

る
の
で
は
な
く
、
対
象
疾
患
の
重
篤
性
や
各
施
設
で
の
実

施
体
制
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
意
思
決
定
を
行
え
る

体
制
が
重
要
と
の
指
摘
が
相
次
い
だ
。

治
験
中
断
、合
議
制
で
判
断
を

企
業
や
医
療
機
関
な
ど
３
者
で

ＤＩＡワークショップ

有
効
な
洗
剤
２
種
類
追
加

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

次
亜
塩
素
酸
水
は
検
証
継
続

薬
局
支
援
措
置
を
評
価

２
次
補
正
予
算
で
見
解

者
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
動
線
確
保
や
レ
イ
ア
ウ

ト
変
更
、
電
話
な
ど
の
情
報
通

信
機
器
を
用
い
た
診
療
体
制
の

確
保
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る

研
修
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
、
薬

局
に
も
こ
う
し
た
基
準
が
適
用

さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
。

　

山
本
氏
は
「
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
仕
事
を
し
て
い
る

薬
局
の
取
り
組
み
が
一
定
程
度

認
め
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
べ

き
」
と
語
っ
た
。

新
会
長
に
竹
内
氏 

日
本
Ｃ
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日薬・山本会長


